
広
報

人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち

32019
VOL.159

ARIDAGAWA

今月の表紙 久野原の御田



2 月11 日（月・祝）、「久野原の御

田」が岩倉神社で披露され、大勢の

人が訪れました。久野原の御田は

和歌山県無形民俗文化財にも指定

されており、室町時代後期から行

われていると考えられています。

保存会会長の弓庭一太さんは

「長年携わってきた御田が休止に

なるのはとても感慨深い。保存会

としての活動が終わるわけではな

いので、次の世代にも伝えていけ

れば」と話しました。
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ま ち の わ だ い

「久野原の御田」今回で休止に
約 400 年の歴史



2 月 17 日（日）、和歌山市で「第

18 回和歌山県市町村対抗ジュニ

ア駅伝競走大会」が行われました。

県内 29 市町が参加し、それぞれ

小学生男女 2 人ずつ、中学生男

女 3 人ずつの計 10 人が 10 区間、

21.1km を走ります。

有田川町代表チームの結果は、

1 時間 13 分 52 秒で歴代最高順位

となる 10 位。宮地杏選手が区間

賞を受賞し、髙垣選手が 5 年連続

市町村代表となる快挙を達成。選

手たちは、持てる力の限り、仲間

を信じてタスキをつなぎました。
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ま ち の わ だ い

第 18 回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

代表チーム大健闘 悲願の10位
代表チーム（No.16） オープンチーム（No.43）

第 1 区 奥村桜雅 （金屋中学校 2 年） 堂野前玲乙 （吉備中学校 2 年）

第 2 区 上前琴音 （金屋中学校 1 年） 久保愛羽 （吉備中学校 1 年）

第 3 区 林亜依 （藤並小学校 6 年） 安部結 （藤並小学校 5 年）

第 4 区 德岡智美 （金屋中学校 1 年） 矢田美月 （金屋中学校 1 年）

第 5 区 宮地優成 （吉備中学校 1 年） 橋爪志穏 （金屋中学校 2 年）

第 6 区 宮地杏 （藤並小学校 5 年） 三枝彩知 （田殿小学校 5 年）

第 7 区 三浦大輝 （八幡小学校 6 年） 友石節郎 （田殿小学校 5 年）

第 8 区 髙垣愛美 （吉備中学校 3 年） 栗本幸暖 （金屋中学校 2 年）

第 9 区 井口恒星 （藤並小学校 6 年） 石谷泰雅 （小川小学校 5 年）

第 10 区 大浦凪人 （吉備中学校 3 年） 平田怜之 （吉備中学校 3 年）

控え選手

赤井将 （御霊小学校 6 年）

久保有人 （小川小学校 6 年）

寺垣翔一郎 （金屋中学校 1 年）

武田獅恩 （石垣中学校 2 年）

中谷心咲 （藤並小学校 6 年）

中彩加 （藤並小学校 6 年）

光定結彩 （吉備中学校 1 年）

松島登希那 （石垣中学校 1 年）

区間賞　第 6 区で 3 位を受賞した
宮地杏さん

5 年連続市町村代表となり
表彰された髙垣愛美さん
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ま ち の わ だ い

平成 30 年度「和歌山県農林水産業賞」のうち、農業

部門で谷畑進さんが受賞しました。

谷畑さんは、地域に先駆けてスプレー菊の栽培に取り

組むとともに、JA 花き部会スプレー菊部門の設立に尽

力、部門長として栽培技術の向上や共同出荷体制整備を

主導するなど、地域の花き農業の振興に貢献しました。

農林水産業賞　農業部門受賞
谷畑　進さん（上六川）

1 月 29 日（火）、和歌山市で平成 30 年度和歌山県農

業士・林業士・漁業士認定式が行われました。当町で指

導農業士として長年活動された嶋田勝彦さんに和歌山県

知事から感謝状が贈呈されました。

また、当町から新たに 3 人が青年農業士として認定

され、平成 31 年度から農業士として活動されます。今

後ますますのご活躍を期待しています。

県知事から感謝状贈呈
嶋田勝彦さん（出）

有田川町スポーツ推進員である河村通子さんが、平成

30 年度近畿スポーツ推進委員協議会表彰を受賞されま

した。

河村委員は委員在職 29 年を越え、地域スポーツの普

及振興にご尽力いただいています。

近畿スポーツ推進委員協議会表彰
河村通子さん（吉原）

写真＝河村さん（写真２列目右から２番目）と有田川町スポーツ推進
員の皆さま
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ま ち の わ だ い

２月２日（土）、金屋文化保健センターで有田川町商

工会合併 10 周年記念式典が行われました。和歌山県商

工会連合会から有田川町商工会会長 上野山良彦さんに

合併功労者感謝状が贈られました。その後、合併委員功

労者感謝状（拝受代表：武内廣至さん）、雇用貢献事業

所表彰状（拝受代表：和歌山アイコム株式会社）、模範

従業員表彰状（拝受代表：ジュエルイワモト 最田学さん）

が贈られました。

有田川町商工会
合併 10周年記念式典

森林所有者の皆さまへ

4月から新たな制度（森林経営管理制度）がスタート
～森林の適切な経営管理が求められます～

問金屋庁舎産業課

森林の適切な経営や管理が行われないと、土砂災害や水源涵養（かんよう）などへ影響を及ぼすことが懸念されま

す。このため、今年４月から「森林経営管理制度」をスタートし、森林の適切な経営や管理を進めることとしています。

森林所有者の皆さまには意向調査を順次実施しますので、ご理解とご協力をお願いします。

「森林経営管理制度」とは
森林を適切に経営・管理していくために次のことを行います。

①森林所有者の皆さまが、所有している森林を適切に経営や管理しなければいけないことを明確化しています。

②市町村は森林所有者の皆さまに、今後の森林の経営や管理についての意向を調査します。

③森林所有者の皆さまが自ら経営や管理を続けることが難しい場合には、市町村は森林所有者の皆さまとご相談をし、必要

に応じて今後の経営管理の計画を定め、計画を実施するための権利を市町村に設定（経営管理を委託）していただきます。

④市町村は、森林の経営管理を実施するため、林業経営者の方に経営を再委託するか、直接管理します。

（1）意向を確認

（2）経営管理を
　　委託

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

経営管理を再委託

市町村が自ら管理

意欲と能力のある
林業経営者

市町村森林所有者
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「届けよう！みんなの声を県政へ！」

和歌山県議会議員選挙
任
期
満
了
に
伴
う
和
歌
山
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
４
月
７
日
（
日
）
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

和
歌
山
県
の
未
来
を
託
す
代
表
者
を
決
め
る
選

挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
清
き
一
票
を
投

じ
ま
し
ょ
う
！

投
票
日
・
投
票
所

●
日
時
／
4
月
7
日
（
日
）
７
時
～

※
投
票
所
が
閉
ま
る
時
間
は
各
投
票
所
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
各
地
区
の
投
票
所

平
成
30
年
９
月
に
町
内
の
一
部
の
投
票
区
の
統

合
を
行
い
、
投
票
区
割
り
と
当
日
の
投
票
所
を
変

更
し
ま
し
た
。
ご
自
身
の
投
票
区
の
投
票
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権

次
の
２
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

①
平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
有
田
川

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

最
近
、
和
歌
山
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
人
（
新
し
く
住
民
票
を
有
田
川
町
で
登
録
し

た
人
）
は
、
転
入
・
転
出
（
他
市
町
村
へ
住
民
票

を
移
す
こ
と
）
の
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
、
投
票
で

き
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
左
記
の
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票
と
は

選
挙
権
が
旧
住
所
に
あ
る
場
合
、
事
前
に
旧
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
を
ご
自

身
で
取
り
寄
せ
る
こ
と
で
、
新
住
所
地
で
投
票
が

で
き
る
制
度
で
す
。
そ
の
際
に
は
、「
引
き
続
き

　有権者の皆さまには、「投票所入場券」を送付
予定です。これは選挙権の有無の確認を円滑に行
うためのものです。
　もし入場券が届かなかったり紛失したりしたと
きでも、選挙権がある人は投票ができます。

投票日当日は、あらかじめ定められた投票所でのみ投票できます。
今後お送り予定の投票所入場券（はがき）に、当日の投票所を記載しています。

〒６４３‐００００

有田川町○○○○　○○‐○

有田　川太郎　様

和歌山県議会議員一般選挙

999 999 999

有田　川太郎 男

〇〇〇〇〇〇〇〇センター

00：00 00：00

投票所入場券 投票所一覧
投票区 投票日当日の投票所 区域

1 有田川町役場吉備庁舎 天満・土生・高瀬・植野・奥
2 有田川町こども総合センター 北筋・出・尾中・角
3 水尻公民館 水尻・明王寺・熊井・熊井なぎの里
4 吉備浄化センター 一ツ松・小島・野田・長田・上中島
5 田殿小学校 田口・大谷・井口・賢・船坂・長谷
6 田角公民館 大賀畑・田角
7 秋葉公民館 上徳田・下徳田・秋葉・奥徳田・垣倉・庄・吉見
8 きび体育館 庄一・庄二・畑浦・垣倉・東丹生図・西丹生図
9 金屋文化保健センター 中野・市場・中井原・金屋・長谷川・丹生・糸野
10 小川小学校 伏羊・小川・吉田・有原・青田
11 石垣公民館 吉原・歓喜寺・糸川・松原
12 修理川地区集会所 修理川・宇井苔

13 西ケ峯地区
コミュニティセンター

西ケ峯上・西ケ峯下・中・中峯 
・本堂・沼田・彦ケ瀬・瀬井・畦田

14 旧早月小学校 延坂・西薗・尾上・小原・生石
15 下六川地区集会所 下六川・黒松・上六川・西・釜中
16 岩倉公民館 岩野河・川口・谷・立石
17 粟生住民センター 粟生
18 五郷地区生活改善センター 中原・川合・二澤・北野川
19 城山出張所 三瀬川・東大谷・二川・日物川
20 境川コミュニティセンター 境川
21 楠本区民センター 楠本
22 沼区民センター 沼・遠井
23 宮川地区集会所 宮川・大蔵
24 清水保健センター 清水・三田
25 下湯川ふるさと村施設 下湯川・上湯川
26 久野原コミュニティセンター 久野原
27 安諦地区基幹集落センター 井谷・室川・板尾・杉野原・押手
28 沼谷区集会所 沼谷
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証
明
書
」
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
有

田
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

有
田
川
町
に
選
挙
権
が
あ
る
人
の
う
ち
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
不
在
者
投
票
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
仕
事
や
学
業
な
ど
で
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人

→
投
票
用
紙
を
取
り
寄
せ
、
滞
在
地
で
投
票

・
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
施
設

（
指
定
病
院
・
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
に
入
院
・

入
所
中
の
人

→
そ
の
施
設
内
で
投
票

不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、
投
票
用
紙
の
請
求

が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
、
有
田
川
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
引
き
続
き
証
明
書
と
は

県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
県
外
に
転
出
し

た
人
に
は
、
い
ず
れ
も
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
、

引
き
続
い
て
現
在
も
和
歌
山
県
内
に
住
所
が
あ
る

こ
と
の
確
認
を
し
た
上
で
、
旧
住
所
地
で
の
投
票

や
新
住
所
地
で
の
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
確
認
を
す
る
た
め
の
証
明
書
を
「
引
き
続

き
証
明
書
（
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証

明
書
）」
と
い
い
ま
す
。
証
明
書
の
申
請
お
よ
び
交

付
は
、
い
ず
れ
の
市
町
村
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
有
田
川
町
の
選
挙
権
の
あ
る
方

は
、
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
３
月
30
日
（
土
）
～
４
月
６
日
（
土
）

の
う
ち
、
８
時
30
分
～
20
時

●
場
所
／
吉
備
庁
舎
・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
・

清
水
行
政
局

ま
た
次
の
日
時
・
場
所
で
も
期
日
前
投
票
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
４
月
３
日
（
水
）
８
時
30
分
～
17
時

　

安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
４
月
５
日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

　

城
山
出
張
所

ま
た
、
投
票
車
が
巡
回
す
る
「
移
動
期
日
前
投

票
所
」
を
設
け
ま
す
。
場
所
と
時
間
に
つ
い
て
は

表
の
と
お
り
で
す
。

※注意１　選挙権は旧住所地にあり、有田川町にありません。有田川町で投票をする場合は「不
在者投票」のみ行うことができます（事前に旧住所地に投票用紙が郵送請求する必要があります）。
※注意２　投票の際には、最寄りの市町村が発行する「引き続き証明書（引き続き県内に住所を
有する証明書）」を掲示することにより、旧住所地で投票することができます。

期日前投票所であるため、選挙権のある人はどなたでも投票
ができます。
投票の方法は、他の期日前投票所と同じです。投票所入場券
をお持ちください。

窓口での転入届け出日
投票場所・選挙権の有無

新住所地 旧住所地 投票できない
県外からの転入者 

（他の都道府県から 
　有田川町に住民票を移した人）

平成 30 年 12 月 28 日以前に転入 〇

平成 30 年 12 月 29 日以降に転入 〇

県内市町村からの転入 
（和歌山県内の他市町村から 
　有田川町に住民票を移した人）

平成 30 年 12 月 28 日以前に転入 〇

平成 30 年 12 月 29 日以降に転入 ※注意１ 〇※注意２

転入・転出のケース別　投票場所・選挙権の有無

転入・転出のケース別　投票場所・選挙権の有無
投票所名 住所 設置日時

金屋 宇井苔へき地集会所 宇井苔 216-1 4 月 6 日（土）8 時～ 9 時 30 分

谷地区集会所 谷 262-2 4 月 6 日（土）11 時～ 12 時 30 分

生石地区集会所 生石 41 4 月 6 日（土）15 時 30 分～ 17 時

清水 清水公民館上湯川分館 上湯川 426-1 4 月 6 日（土）10 時 30 分～ 12 時

遠井区山
さん

椒
しょう

集荷場 遠井 443 4 月 6 日（土）15 時～ 16 時 30 分
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●注射頭数や交通事情によって、予定時間どおり到着しない場合があります。
●実施日や時間、注射場所が変わっている地区がありますのでご注意ください。

☎52‐2111

飼い主の皆さまへお願い
●注射の事故を防ぐため、犬を押さえることができ
る方が犬を連れてきてください。
●犬は健康体であることが前提です。
　（注射の１週間前に、普段通り調子の良いことが目安です）
●飼い犬のフンは必ず持ち帰ってください。
●次の犬は、相談の上、動物病院で注射を受けてください。
　①犬を押さえる人がいないとき
　②犬の体調が悪い、様子が普段と違うとき
　③慢性的な病気を持っている犬
　④最近、治療・予防注射などの処置を受けた犬
　⑤興奮しやすい性格の犬
　⑥妊娠、発情などで普段と違う状態にある犬

 注射料 　3,190円（１頭につき）※見込み
　　（内訳／注射手数料 2,640 円、注射済票代 550 円）
 登録料 　3,000円（１頭につき）
	 ※登録は生涯に１回です。
	 ※おつりのいらないように、ご協力お願いします。

狂犬病予防
集合注射の
お知らせ

狂犬病は、かかった犬にかまれ人にうつって発症する
と、ほぼ100％助からない恐ろしい病気です。
このような病気を流行させないために、下記の日程で
狂犬病集合注射を行います。飼い主の方は飼い犬（生後
３カ月以上）に予防注射を受けさせてください。

【狂犬病予防集合注射に関するお問い合わせ先】
　吉 備 庁 舎　環境衛生課
　清水行政局　建設環境室

月日 予定時間 地　区 注射場所

４
月
17
日（
水
）

	9:30 ～	9:35 楠本 法福寺前
	9:40 ～	9:45 楠本 西谷コミュニティーセンター前
	9:50 ～	9:55 楠本 前島常男さん宅前
10:05 ～ 10:10 楠本 井本店前
10:20 ～ 10:25 沼 旧 JA沼取次所前
10:30 ～ 10:35 遠井 遠井コミュニティーセンター前
10:40 ～ 10:45 遠井 山手橋詰
10:50 ～ 10:55 宮川 宮川口
11:00 ～ 11:05 宮川 谷口恒久さん宅前
11:10 ～ 11:15 大蔵 スクールバス待合所
11:20 ～ 11:30 清水 久保モータース前
11:35 ～ 11:40 清水 清水橋詰
13:00 ～ 13:05 下湯川 畔

あぜ

川店前
13:10 ～ 13:15 下湯川 多井ごみステーション前
13:20 ～ 13:25 下湯川 多津橋詰
13:35 ～ 13:40 下湯川 藤田治弘さん宅前
13:55 ～ 14:00 上湯川 下原口
14:35 ～ 14:40 沼 一番星店前
14:45 ～ 14:50 楠本 大岡酒店前広場（ダム湖畔側）

月日 予定時間 地　区 注射場所

４
月
15
日（
月
）

	9:00 ～ 9:05 歓喜寺 和田伊子さん宅前町道
	9:15 ～ 9:20 修理川 庄司富夫さん宅付近国道
	9:30 ～ 9:35 宇井苔 宇井苔集会所前
	9:50 ～ 9:55 松原 上松原・前川橋北詰
10:00 ～ 10:05 修理川 松原橋（下）国道側詰
10:10 ～ 10:15 糸川 糸川集会所下町道
10:30 ～ 10:45 吉原 石垣公民館前
10:50 ～ 10:55 吉原 四部公園
11:00 ～ 11:10 吉原 岩間寺上交差点付近
11:15 ～ 11:25 歓喜寺 明恵上人遺跡前
11:30 ～ 11:35 吉原 中井利一さん宅付近
13:00 ～ 13:10 長谷川 長谷川区民館前
13:15 ～ 13:20 長谷川 一ツ田友也さん宅下国道
13:30 ～ 13:50 金屋 天理教付近堤防
13:55 ～ 14:05 中井原 コメリ金屋店付近
14:10 ～ 14:20 金屋 金屋区民館前
14:25 ～ 14:45 金屋 金屋庁舎駐車場

４
月
16
日（
火
）

	9:20 ～	9:25 川口 川口集会所前
	9:30 ～	9:40 岩野河 岩倉公民館前
	9:55 ～ 10:00 谷 谷区ごみステーション前
10:15 ～ 10:25 岩野河 中戸橋国道側付近
10:30 ～ 10:35 粟生 東工舎金属製作所前
10:40 ～ 10:50 粟生 粟生連絡所前
10:55 ～ 11:00 粟生 旧粟生保育所前
11:05 ～ 11:15 粟生 坂上スタンド前
11:20 ～ 11:25 粟生 五村口（国道側）付近
11:35 ～ 11:40 中原 福本ふさよさん宅前
13:00 ～ 13:05 川合 五郷出張所
13:20 ～ 13:25 二川 特養しみず園下
13:30 ～ 13:35 二川 旧二川保育所前
13:40 ～ 13:45 二川 新城山出張所
13:50 ～ 13:55 東大谷 東大谷生活改善センター下
14:05 ～ 14:10 日物川 丹生大明神前
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月日 予定時間 地　区 注射場所

４
月
24
日（
水
）

9:10 ～ 9:20 徳田 金屋橋西詰交差点南官地

9:30 ～ 9:40 徳田 上徳田公民館前

9:50 ～ 10:00 徳田 秋葉公民館前

10:10 ～ 10:20 吉見 吉見公民館前

10:30 ～ 10:40 西丹生図 西丹生図公民館前

10:50 ～ 11:00 垣倉 垣倉公民館

11:10 ～ 11:25 庄 庄二公民館前

11:30 ～ 11:35 尾中 尾中公民館前

12:55 ～ 13:20 庄 JAマル御共撰組合

13:35 ～ 13:55 長田 田殿公民館前

14:05 ～ 14:30 下津野 吉備庁舎駐車場

４
月
25
日（
木
）

9:10 ～ 9:30 下津野 町商工会駐車場

9:40 ～ 9:50 天満 藤並老人憩の家

10:00 ～ 10:10 上中島 上中島公民館

10:20 ～ 10:30 小島 小島資源ゴミ置場

10:35 ～ 10:40 明王寺 光明寺駐車場（自動車学校北）

10:50 ～ 11:15 水尻 水尻公民館

11:25 ～ 11:40 土生 土生公民館

13:00 ～ 13:20 奥 奥ヒシオ出荷場

13:30 ～ 13:40 熊井 熊井公民館

13:45 ～ 13:55 熊井 熊井なぎの里ごみ置場前

14:10 ～ 14:20 天満 藤並公民館

14:30 ～ 14:50 下津野 吉備庁舎駐車場

４
月
26
日（
金
）

9:10 ～ 9:30 市場 第五共撰前

9:35 ～ 9:40 中野 JA金屋支所北側駐車場向かい

9:45 ～ 9:50 中野 中野区ごみステーション前

10:05 ～ 10:10 下六川 下六川橋付近

10:15 ～ 10:20 黒松 黒松登り口三差路

10:25 ～ 10:30 上六川 青木橋前

10:40 ～ 10:50 糸野 生石公民館前

10:55 ～ 11:05 丹生 カタカメ共撰付近

11:10 ～ 11:20 出 丹生神社前

11:25 ～ 11:35 船坂 船坂公民館

13:10 ～ 13:20 賢 賢公民館

13:30 ～ 13:45 大谷 大谷公民館

13:55 ～ 14:05 田口 田口公民館

14:15 ～ 14:30 下津野 吉備庁舎駐車場

月日 予定時間 地　区 注射場所

４
月
18
日（
木
）

	9:40 ～ 9:45 三田 大正橋北詰（三田発電所西）

9:50 ～ 10:00 三田 若者広場駐車場

10:10 ～ 10:15 清水 清水橋詰（対岸）

10:20 ～ 10:25 清水 西原マルカ土場

10:30 ～ 10:35 清水 湯子真澄さん宅前

10:40 ～ 10:50 清水 清水行政局前

11:00 ～ 11:05 久野原 消防団詰所前（JA久野原支所跡）

11:10 ～ 11:15 久野原 えびす橋詰

11:20 ～ 11:25 久野原 岡本弘さん宅前

11:35 ～ 11:40 清水 清水文化センター駐車場

13:15 ～ 13:20 室川 坂本谷橋詰

13:40 ～ 13:45 板尾 安諦出張所前

13:50 ～ 13:55 杉野原 井本店前

14:00 ～ 14:05 杉野原 杉野原地域活性化センター前

14:15 ～ 14:25 押手 細東正明さん宅前

14:30 ～ 14:40 押手 押手橋詰

４
月
19
日（
金
）

	9:10 ～	9:25 小川 小川区民館前

	9:30 ～	9:40 吉田 酒本運送前

	9:45 ～	9:55 青田 抓
つめ

津
つ

姫
ひめ

橋東付近

10:00 ～ 10:05 有原 有原ごみ置場前

10:15 ～ 10:20 西ケ峯上 西ケ峯上区民館前

10:35 ～ 10:40 西ケ峯下 浦義商店前

10:45 ～ 10:50 西ケ峯下 五名大橋国道側詰

11:00 ～ 11:05 畦田 旧北小学校前

11:10 ～ 11:15 彦ヶ瀬 彦ケ瀬下り口国道付近

11:20 ～ 11:25 瀬井 畳岩橋横

11:30 ～ 11:35 中 中区民館前

12:50 ～ 12:55 本堂 五西月公民館下県道

13:00 ～ 13:05 沼田 沼田集会所前

13:20 ～ 13:25 生石 生石集会所前

13:35 ～ 13:40 尾上 旧早月小学校付近

13:45 ～ 13:50 延坂 津木商店上ごみステーション前

13:55 ～ 14:00 青田 青田区民館前

14:10 ～ 14:20 伏羊 伏羊区民館前

14:30 ～ 14:35 立石 立石上の段の下県道
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問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

寒いダメＯＫ

私 手話にチャレンジ！
　このコーナーでは、町民の皆さまに手話を身近に感じていただ

けるよう、日常生活で使う手話を紹介します。

　「手話は難しそう…」と思っている人もいるかもしれません。

しかし、日々の生活で誰もが何気なくしている動作が、手話と同

じような意味合いで使えることがあります。手話と親しむために、

身近なものから積極的に使ってみませんか？

第 1回

人さし指で、自分の
胸をさす。

手のひらを相手に
差し出す。

親指と人さし指で、
丸をつくる。

両手をクロスさせ
て、バツをつくる。

寒さで体が震えてい
るイメージ。

うちわなどで自分をあ
おいでいるような動作。

あなた

暑い
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一緒に手話を学びませんか？
対　象 講習日時 場　所

初心者クラス
基礎からきっちり
学びたい方

毎月第 1・第 3水曜日
14時～ 15時 30分

※初日は 4月 17日（水）

吉備庁舎 4階
第 3会議室

ステップアップクラス レベルアップしたい方
毎月第 1・第 3金曜日
19時～ 20時 30分

※初日は 4月 19日（金）

金屋庁舎 2階
大会議室

こどもクラス
小学 3年生～中学 3年生で
手話に関心のある方

毎月第 1・第 3金曜日
19時～ 20時 30分

※初日は 4月 19日（金）

金屋庁舎 2階
小会議室

手
話
講
習
会

「
手
話
」っ
て
な
に
？
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防な

どの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎３２‐５１０２
　　（清水行政局）　☎２５‐１２６９

認知症と共に生きるまちづくり2018

活動報告

上写真＝勝丸さん（写真下段右から 2 番目）と、尾中区
で一緒にいきいき百歳体操に取り組む皆さま

下写真＝尾中区でのいきいき百歳体操の様子

勝丸トシヨさん（8 0歳）
２年前から足腰が弱り、床からの立ち上がりに困っ

ていたという勝丸さん。尾中区で始まった「いきいき
百歳体操」に通い始めて３カ月後、手すりがなくても
立ち上がれるようになりました。それから半年たった
今も、体操には休まず通っています。

体操のあとは、水分補給と称しみんなでワイワイお
茶をします。「ここになら歩いて来れる」「ここに来たら
皆とおしゃべりして楽しい」と素敵な笑顔で勝丸さん。

そんな勝丸さんに、普段の生活を聞きました。「朝
起きたら家族みんなの洗濯をして、ご飯を作って、仕
事して…」。

他のみなさんもフルタイムで働いていたり、みかん
農家だったり、大変忙しくしているそうです。“毎日
忙しく、することがある。”これが、尾中体操グルー
プの若さと笑顔と元気の秘訣のようです。

平成 30 年 9 月、地域交流センター「ALEC」で開
催した「認知症と共に生きるまちづくりイベント『認
とも 2018』」の活動報告のため、実行委員会を代表し
て守友孝文さんが中山町長を訪問しました。

町長からは「町としてこれからも協力していきます」
と話があり、認知症になっても安心して暮らせるまち
の実現に向け意見交換を行いました。

おたっしゃさ〜ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～
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健康みちしるべ

花
粉
症
対
策
、で
き
て
い
ま
す
か
？

金
屋
庁
舎
　
健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局
　
住
民
福
祉
室	

☎

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約）   9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半  10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前  14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み 

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前のあそびのひろば）…0～1歳半
偶数月の第2金曜日（午前のあそびのひろば）…1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

◆第４水曜日（3月27日）　10:00～11:00
　※9:30受け付け開始　　※受け付け後、10:00まで自由あそび
◆内容…金屋図書館に行こう！
◆場所…金屋文化保健センター

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090−7966−1697・52−5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
植
物
の
花
粉
が

原
因
で
起
き
る
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
「
花
粉
症
」
と
呼
び
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す
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本
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の
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症
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る
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内
に
侵
入
す
る
と
、
体
が
そ
れ
を
受
け

入
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
排
除
す
る

こ
と
を
決
め
た
場
合
、
体
は
こ
れ
と
反
応

す
る
物
質
（
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
）
を
つ
く
り
ま

す
。
こ
の
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
は
、
花
粉
に
接
触

す
る
度
に
つ
く
ら
れ
る
た
め
、
少
し
ず
つ

体
内
に
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

蓄
積
し
た
量
が
あ
る
一
定
の
レ
ベ
ル
に

達
す
る
と
、
次
に
花
粉
が
入
っ
て
き
た
と

き
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
ヒ
ス
タ

ミ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
が
分
泌
さ
れ
、
花

粉
を
で
き
る
限
り
体
外
に
出
そ
う
と
、
く

し
ゃ
み
で
吹
き
飛
ば
し
た
り
、
鼻
水
・
涙

で
洗
い
流
し
た
り
、
と
い
っ
た
花
粉
症
の

症
状
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

症
状

鼻
の
三
大
症
状
と
言
わ
れ
る
の
が
、
く

し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
で
す
。
こ
う

し
た
症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま
す
が
、
風

自
分
で
気
を
つ
け
る
こ
と

●
花
粉
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

・
花
粉
情
報
に
注
意
し
、
飛
散
の
多
い
時

の
外
出
を
で
き
る
限
り
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
に
マ
ス
ク・眼
鏡
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
花
粉
が
付
着
し
に
く
い
、綿
や
、ポ
リ
エ
ス
テ

ル
な
ど
の
化
学
繊
維
で
、表
面
が
つ
る
つ
る

し
た
素
材
の
服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
花
粉
は
、静
電
気
に
よ
り
引
き
寄

せ
ら
れ
る
た
め
、洗
濯
す
る
際
は
柔
軟
剤
を

使
用
し
て
静
電
気
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
帰
宅
時
、
衣
服
や
髪
を
よ
く
払
っ
て
か

ら
家
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
洗
顔
や

う
が
い
を
し
て
鼻
を
か
み
ま
し
ょ
う
。

・
飛
散
の
多
い
時
は
、
窓
・
戸
を
閉
め
て

お
き
、
換
気
時
の
窓
は
小
さ
く
開
け
、

短
時
間
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

・
飛
散
の
多
い
時
の
布
団
や
洗
濯
物
の
外

干
し
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
掃
除
を
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に

・
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
に
よ
り
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て
、
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
が
現
れ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
り
、
症
状
が
強
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
た
ば
こ
の
煙
は
鼻
の
粘
膜
を

刺
激
し
て
、
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

体
の
調
子
が
悪
い
と
、
花
粉
症
の
症
状

も
強
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
の
健
康
管
理
が
大
切
で
す
。

邪
は
一
週
間
程
度
で
治
る
の
に
対
し
て
、

花
粉
症
は
花
粉
が
飛
ん
で
い
る
間
は
持
続

し
、
透
明
で
さ
ら
さ
ら
と
し
た
水
っ
ぽ
い

鼻
水
が
出
る
な
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
鼻
づ
ま
り
は
、
鼻
の
粘
膜
が
腫
れ
、

鼻
の
通
り
が
悪
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
た
め
、
他
の
症
状
よ
り
後
で
出
て
く

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
鼻
づ
ま
り
が
原

因
で
口
か
ら
息
を
吸
う
の
で
、
口
が
渇
い

た
り
、喉
も
乾
燥
し
た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

異
物
が
入
る
こ
と
で
咳
が
出
や
す
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
に
お
い
や
味

が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
よ
く
眠
れ
な
い
と
い

う
症
状
も
出
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
目
の
三
大
症
状
と
言
わ
れ
る

の
が
、
目
の
か
ゆ
み
・
涙
・
目
の
充
血
で
す
。

こ
の
他
、
喉
や
顔
な
ど
の
か
ゆ
み
、
全
身
倦

怠
感
、
熱
っ
ぽ
い
、
集
中
力
が
低
下
す
る
と

い
っ
た
症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
の
治
療

「
花
粉
症
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
た

ら
、
自
己
判
断
す
る
前
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
症
状
を

起
こ
し
て
い
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
植
物

や
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
も
人
に
よ
っ
て
違
う

の
で
、
ま
ず
は
原
因
を
明
確
に
し
て
自
分

に
あ
っ
た
対
処
法
や
治
療
方
法
を
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

パパのためのカメラ入門
家族の素敵な写真を撮ろう！
●日　時／ 3 月 9 日（土）
　　　　　10 時～ 11時
●場　所／子育て支援センター
●講　師／山中写真館　山中茂季さん
●定　員／ 10 人程度
●参加費／無料
※事前に子育て支援センターへの
　申し込みが必要。
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集団健診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　４月以降の日程は、来月号の広報ありだがわでお知
らせします。

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 6 日（水）・4 月 3 日（水）

■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

3 月 4 日（月）清水保健センター
3 月  7 日（木）金屋文化保健センター
3 月 14日（木）金屋文化保健センター
3 月 28日（木）金屋文化保健センター
4 月  4 日（木）金屋文化保健センター
4 月 8 日（月）清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診  ［平成 30年 11月生まれ］
　3 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診  ［平成 30年 4月生まれ］
　3 月 5 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診 ［平成 29年 7月生まれ］
　3 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診  ［平成 28年 12月生まれ］
　3 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診 ［平成 27年 8月生まれ］
　3 月 13 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター
    

育児サロン 清水行政局住民福祉室

3 月 4 日（月）・4 月 8 日（月）

■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成31年1月）

加入者数 7,971 人

支払額 2億 7,628 万円

1人当たりの医療費
３万 4,661 円

（前年同月　4万 3,804 円 )

29 年度 1人当たりの医療費（月） 4万 1,943 円

29年度 1人当たりの医療費（年） 50万 3,319 円

医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加
につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

健診を受けたあとは、結果を
踏まえて生活習慣を見直しま
しょう。
健康相談では、保健師や栄養士が
健康・食事などの相談にのります！

「子どもとの接し方が分からない」「これって
DV ？」「社会に出るのがこわい」…。こんなこと「『だ
れに』『どこに』相談すればいいのか分からない」。

そんな時、まず当センターに相談してください。
あなたの悩み・困りごとに寄り添いながら、セン

ターの相談員がゆっくりお話を伺います。その上で、
これからの方向性を一緒に考えましょう。

相談は電話・センター窓口で受
け付けます。

☎ 32‐9762（直通・秘密厳守）

金屋庁舎健康推進課内
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平
成
30
年
中
の
救
急
統
計

平
成
30
年
中
に
は
、
１
，３
１
８

人
が
救
急
搬
送
さ
れ
、
そ
の
う
ち
62

人
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。

急
病
が
全
体
の
62
％
で
最
も
多

く
、
65
歳
以
上
の
方
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、45
％
の
人
が
軽
症
で
し
た
。

優
秀
賞

消
し
た
か
な

　

ス
マ
ホ
見
る
よ
り　

火
の
確
認

石
谷　

龍
希
さ
ん

入
賞

忘
れ
て
た

　

そ
の
う
っ
か
り
が　

火
事
の
も
と

片
畑　

里
彩
さ
ん

再
点
検

　

火
災
報
知
器　

鳴
り
ま
す
か

中
西　

彩
月
さ
ん

火
の
始
末

　

指
さ
し
確
認　

忘
れ
ず
に

吉
川　

克
郎
さ
ん

入
選
作
品
は
、
広
報
紙
に
掲
載
す
る
な

ど
、
火
災
予
防
の
啓
発
に
幅
広
く
活
用
い

た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
…
1
件

救　
　

急
…
…
…
…
…
1
6
4
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
…
1
件

（
平
成
31
年
1
月
31
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

３
月
１
日
か
ら
７
日
間
、「
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」
と
「
全
国
山
火
事
予
防

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、風
が
強
く
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
む
か
え
ま

す
。
一
人
一
人
が
防
火
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

違
反
建
物
の
公
表
制
度
が

運
用
開
始

有
田
川
町
消
防
本
部
で
は
、
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
、
消
防
署
の
立
ち
入
り
検
査

で
判
明
し
た
消
防
法
令
に
違
反
し
て
い
る

建
物
の
う
ち
、
特
に
危
険
性
の
高
い
建
物

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
建
物
の

名
称
・
住
所
・
違
反
の
内
容
を
掲
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
表
制
度
と
は

建
物
を
利
用
す
る
人
が
そ
の
建
物
の
危

第
７
回
防
火
の
詩
（
う
た
）

入
選
作
品
発
表

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施

険
性
を
理
解
し
、
利
用
の
判
断
が
で
き
る

よ
う
、
消
防
署
が
把
握
し
て
い
る
重
大
な

消
防
法
令
違
反
の
内
容
を
公
表
す
る
制
度

で
す
。

平
成
30
年
中
の
火
災
・
救
急

平
成
30
年 

火
災
発
生
状
況

平
成
30
年
中
、
町
内
で
は
火
災
が
９
件

発
生
し
、
前
年
に
比
べ
て
２
件
減
少
し
ま

し
た
。
主
に
「
焼
却
火
・
た
き
火
な
ど
」

が
原
因
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

平成 29年 平成 30年 前年比較
火災件数 11 9 -2

火災種別（件） 建物 5 7 2
林野 0 0 0
車両 1 0 -1
その他 5 2 -3

建物焼損面積（㎡） 855.2 471.46 -383.74
林野焼損面積（㎡） 0 0 0
焼損額（円） 2,373万3,000円 4,866万8,000円 2,493万5,000円

平成 29年 平成 30年 前年比較
焼却火・たき火など 6 4 -2

たばこ 1 1 0
放火 0 1 1

機械器具類 2 1 -1
その他 2 2 0

火災の概要

主な
火災原因

軽症
588 人

中等症
499 人

重症
200 人

死亡　31 人平成30年救急統計
【傷病程度別】
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発表会

こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎52-2111

西ケ峯小学校　

金屋第三保育所

オープニングの
ダンス

合奏：ドラえもん

さくら組のこぶたの
ロックンロール

たんぽぽ組の
キャップダンス・パーティー

１月 20 日（日）に学習発表会を行いました。１年生は「たぬきの糸車」の朗読・歌を、３・４
年生は「モチモチの木」の影絵を、５・６年生は「時そば」の落語を発表しました。音楽発表では、
歌と合奏を行いました。それぞれの児童が上手に表現して観客を楽しませることができました。
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問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センター（ALEC） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

図書館
だより

3月14日（木）は、有田川ライブラリー全館、臨時休館となります。

新着図書案内
一　般　書

◎小説
田沼スポーツ包丁部！  ……………… 秋川滝美 // 著

正しい愛と理想の息子  …………… 寺地はるな // 著

鼠、恋路の闇を照らす  ……………… 赤川次郎 // 著

花折  …………………………………… 花村萬月 // 著

ばけばけ  ……………………………… 那須正幹 // 著

水曜日の手紙  ………………………… 森沢明夫 // 著

おとぎカンパニー  …………………… 田丸雅智 // 著

フランス座  ………………………  ビートたけし // 著

珠玉  …………………………………… 彩瀬まる // 著

月まで三キロ  ………………………… 伊与原新 // 著

◎歴史
昆虫考古学  …………………………… 小畑弘己 // 著

地図でみるアイヌの歴史  …………… 平山裕人 // 著

児　童　書
◎絵本
星のひとみ  …………  せなけいこ // 絵　石井睦美 // 文

ダム ………… レーヴィ・ピンフォールド // 絵　デイヴィッド・アーモンド // 文

まめとすみとわら  …………… せなけいこぶん // 絵　

お正月  ………………… 国松エリカ // 絵　桂文我 // 文

だーるまさんだーるまさん … きむらよしお // 絵　おおなり修司 // 文

ちいさな駅美術館　～Ponte del Sogno ～

「どうぶつしんちょうそくてい」原画展
　3/1（金）～3/13（水）　　  ※ 3/13（水）は 15 時で終了

「どうぶつたいじゅうそくてい」原画展
　3/15（金）～3/31（日）　　※ 3/31（日）は 15 時で終了

高畠純さん＆聞かせ屋。けいたろうさん
「みんなで笑っちゃう。ユーモア絵本ライブ」

日時／ 3月 23日（土）14時～ 14時 50分
定員／親子 25組　対象／幼児～小学生親子
参加費／無料
申込期間／ 3月 2日（土）10時受け付け開始
※電話申し込み可。定員になり次第受け付け終了。
申込受付場所／ちいさな駅美術館

金屋図書館

「たっちだいすき」
「おっぱいごりら」原画展

　3/1（金）～3/31（日）　　※ 3/31（日）は 15 時で終了

ひろかわさえこさん＆聞かせ屋。けいたろうさん
「親子でほっこり。やわらか絵本ライブ」

日時／ 3月 24日（日）10時 30分～ 11時 20分
定員／親子 25組　対象／赤ちゃん～幼児親子
参加費／無料
申込期間／ 3月 2日（土）9時受け付け開始
※電話申し込み可。定員になり次第受け付け終了。
申込受付場所／金屋図書館

3 月の移動図書館
3/1（金） 八幡小学校 13：00 ～ 13：45
 西ケ峯小学校 15：25 ～ 15：45
3/5（火） 小川小学校 13：00 ～ 13：30
3/6（水） こころの医療センター 14：10 ～ 14：30
3/13（水） 安諦小学校 12：50 ～ 13：00
 久野原小学校 14：15 ～ 14：30
 しみず園 15：30 ～ 16：00
3/14（木） 鳥屋城小学校 13：00 ～ 13：30
3/15（金） 石垣小学校 13：00 ～ 13：30
 西ケ峯小学校 15：25 ～ 15：45
3/19（火） 小川小学校 13：00 ～ 13：30
3/20（水） こころの医療センター 14：10 ～ 14：30

3 月のイベント
■おはなしマラソン
①日時／3月9日（土）10:30～（約30分間）
　場所／金屋図書館
②日時／3月9日（土）13:30～（約30分間）
　場所／ちいさな駅美術館
■おひざでだっこのおはなし会
日時／3月12日（火）10:00～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／体づくり
対象／４カ月児～２歳児

■ブックラザ
①日時／3月27日（水）10:30～（約1時間）
　場所／ちいさな駅美術館
　内容／クマさんけん玉を作ろう
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着15組
②日時／3月28日（木）10:00～（約1時間）
　場所／金屋図書館
　内容／クマさんけん玉を作ろう
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着20組
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身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
は
国
の
管
轄

が
異
な
っ
て
い
た
た
め
別
々
の
扱
い
で
し

た
が
、
全
国
で
初
め
て
両
者
合
同
の
施
設

「
つ
わ
ぶ
き
授
産
工
場
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
数
々
の
障
害
者
施
設
や
就
労

支
援
事
業
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
開
設

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
ら
の
開
設
時
に
は
地
域
と
の
間
で

課
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
施
設
利
用

者
や
職
員
、
父
母
た
ち
の
地
道
な
努
力
が

実
を
結
び
、
徐
々
に
地
域
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
を
見
学
に
来
た
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
職
員
の
姿
を
見
て
「
入
浴
や
食
事
の

介
助
が
う
ま
い
。
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
や
ね
」

と
言
う
そ
う
で
す
。
し
か
し
、職
員
は「
利

用
者
に
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
利
用
者
に

『
求
め
ら
れ
て
い
る
』
と
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
」
が
意
識
の
根
本
に
あ
る
の
だ
そ
う

で
す
。

私
の
知
り
合
い
に
、障
害
者
施
設
で
働

い
て
い
る
人
が
い
ま
す
。そ
の
人
が
言
っ

た
「
老
人
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
車
は

い
っ
ぱ
い
走
っ
て
い
る
け
ど
、障
害
者
の

施
設
は
足
り
て
な
い
ん
や
」と
い
う
話
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

私
た
ち
も
、
病
気
や
け
が
で
い
つ
障
害

者
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
ご
と

と
は
思
わ
ず
、
も
っ
と
現
場
が
直
面
し
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川　

湯
田	

耕
司

人
権
だ
よ
り
　
159

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

社
会
福
祉
法
人
つ
わ
ぶ
き
会
理
事
長
の

岩
橋
秀
樹
さ
ん
か
ら
「
障
害
と
と
も
に
生

き
る
」
と
題
し
た
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
つ
わ
ぶ
き
会
」
と
は
、
和

歌
山
市
内
で
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
共
同
作
業
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
な

ど
を
展
開
す
る
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
障

害
児
を
持
つ
父
母
の
会
の
始
ま
り
と
、
つ

わ
ぶ
き
会
の
各
施
設
の
設
立
と
現
在
ま
で

の
変
遷
に
沿
っ
た
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員
研
修
を実施

し
ま
し
た
　

岩
橋
さ
ん
は
２
歳
の
時
、
ポ
リ
オ
に
感

染
し
、
現
在
に
至
っ
て
身
体
に
障
害
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
も
「
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う

言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ

い
て
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ポ
リ
オ（
小

児
麻
痺
）
は
昔
か
ら
あ
っ
た
感
染
症
で
す

が
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）
ご
ろ
に

全
国
で
大
流
行
し
た
そ
う
で
す
。
和
歌
山

県
で
も
大
流
行
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
立

医
科
大
学
付
属
病
院
に
病
室
が
足
り
な
い

ほ
ど
患
者
が
あ
ふ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
旧
ソ
連
で
「
ポ
リ
オ
生
ワ

ク
チ
ン
」
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
代

は
終
戦
間
も
な
い
頃
で
す
。
国
や
県
も
及

び
腰
に
な
る
中
、
ポ
リ
オ
患
者
の
親
た
ち

が
声
を
上
げ
署
名
活
動
な
ど
の
運
動
に
尽

力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
36
年

（
１
９
６
１
年
）
に
「
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
」
が
緊
急
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

大
流
行
が
沈
静
化
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の

親
た
ち
の
運
動
が
始
ま
り
と
な
り
、
昭
和

39
年
（
１
９
６
４
年
）
に
「
心
身
障
害
児

父
母
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
同
会
の
働
き

か
け
で
、
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）
に

和
歌
山
市
で
、
全
国
に
先
駆
け
障
害
児
相

談
員
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は

お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

３
月
14
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
～
16
時

　昨年 11 月 26 日（月）に清水地区の学校・事業所訪問を行いました。
また、11 月 28 日（水）に藤並駅で街頭啓発を行い、その後は吉備・
金屋地区の学校訪問を行いました。
左写真＝事業所訪問の様子、右写真＝藤並駅での啓発活動の様子

左写真＝人権機関有田川委員研修の様子
右写真＝社会福祉法人つわぶき会理事長の岩橋秀樹さん
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 31 年 1 月 31 日現在）

人口 26,559 人

男 12,497 人

女 14,062 人

10,551 世帯

交通事故発生件数
（1月中、物損含む）

有田川町 55 件
死者 0人　負傷 1人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

催 

し

◆
◆
◆

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
楽
し
む
！

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
世
界

●
日
時
／
３
月
16
日
（
土
）
19
時
～

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

●
出
演
者
／
ア
ト
ミ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
w
i
t
h
唐
口
一
之（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

●
チ
ケ
ッ
ト

・
価
格
／
前
売
り
券
１
，０
０
０
円
、
当

日
券
１
，５
０
０
円

・
取
扱
場
所
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課
・

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
A
L
E
C
」

カ
ウ
ン
ト
ベ
イ
シ
ー
楽
団
の
50
年
代
か
ら

60
年
代
前
半
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
こ
だ
わ
り
、

本
物
の
迫
力
あ
ふ
れ
る
サ
ウ
ン
ド
だ
け
で
な

く
、
思
わ
ず
身
体
が
揺
れ
る
ス
イ
ン
グ
感
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
ま
で
追
求
し
続
け
て

い
る
ア
ト
ミ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
ト

ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
唐
口
一
之
氏
と
と
も
に
最
高
の

ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

の
迫
力
あ
る
生
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
」

棚
田
ウ
ォ
ー
ク 

in 

あ
ら
ぎ
島

２
０
１
９
春

●
日
時
／
4
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

●
集
合
場
所
／
道
の
駅
あ
ら
ぎ
の
里

●
定
員
／
25
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可

（
同
伴
者
も
参
加
者
と
し
ま
す
）。

●
参
加
費
／
参
加
者
一人
に
つ
き
２
，０
０
０

円
（
昼
食
・
体
験
・
お
土
産
代
）

●
コ
ー
ス
／
全
行
程
約
９
㎞

●
持
参
物
／
参
加
費
・
飲
み
物
・
健
康
保

険
証
・
帽
子
・
雨
具
・
着
替
え
・
タ
オ

ル
・
常
備
薬
な
ど

●
申
し
込
み
／
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
２
５
‐

９
０
０
５
）・メ
ー
ル（s.sangyoshinko@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）・
窓
口
・
は
が

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、

①
氏
名	

②
住
所	

③
電
話
番
号（
複
数

人
の
場
合
は
代
表
者
を
明
記
）	

④
生
年

月
日
―
―
を
記
載（
伝
達
）し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
受
付
期
間
／
３
月
７
日
（
木
）
～

３
月
25
日
（
月
）

※
先
着
順
。
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め

切
り
ま
す
。

●
注
意

小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
４
月
20
日

（
土
）
に
延
期
し
ま
す
。
荒
天
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
前
日
夕
方
に
実
施
の
可
否
の
判

断
を
し
、
延
期
決
定
の
場
合
の
み
代
表
者

に
電
話
連
絡
を
し
ま
す
。
延
期
の
場
合
、

コ
ー
ス
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
３
月
28
日
（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
16
時

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

経
営
上
の
「
よ
ろ
ず
」
相
談

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
は
国
が
全
国
に

設
置
す
る
無
料
の
経
営
相
談
所
で
す
。
事

業
者
の
皆
さ
ま
に
売
り
上
げ
拡
大
・
経
営

改
善
な
ど
の
お
悩
み
を
気
軽
に
相
談
い
た

だ
け
る
よ
う
、
定
期
的
に
出
張
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時
15
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

●
場
所
／
有
田
振
興
局

●
費
用
／
無
料

申
問
和
歌
山
県
よ
ろ
ず
相
談
拠
点
（
公
益

財
団
法
人
わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団
内
）

　
☎
０
７
３
‐
４
３
３
‐
３
１
０
０

子
育
て

◆
◆
◆

就
学
援
助
制
度

経
済
的
な
理
由
で
、
小
・
中
学
校
へ
の

就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
、
学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
な
ど
の

費
用
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
認
定
基
準
に
基
づ
い
て

「
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
」

と
認
め
た
場
合
に
援
助
を
行
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
在
籍
し
て
い
る
小
・
中

学
校
長
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
こ
ど
も
教
育
課
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

健 

康

◆
◆
◆

１
日
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

有
田
川
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者（
30

歳
以
上
）と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、検
査
医
療
機
関

で
受
検
す
る
１
日
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助

成
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
受
付
開
始
日

・
４
月
８
日
（
月
）
か
ら
、
成
人
病
セ
ン

タ
ー
受
検
分
を
受
け
付
け

・
４
月
９
日
（
火
）
か
ら
、
町
が
契
約
し

て
い
る
全
て
の
医
療
機
関
（
成
人
病
セ

ン
タ
ー
を
含
む
）
受
検
分
を
受
け
付
け

●
申
込
受
付
期
限

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
／
２
０
２
０
年

３
月
中
旬

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
／

２
０
１
９
年
11
月
末
（
定
数
枠
あ
り
）

●
申
込
受
付
場
所
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進

課
・
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室
・
各
出
張
所

●
申
し
込
み
の
際
の
持
ち
物

・
健
康
保
険
証

・
特
定
健
診
受
診
券
（
30
～
39
歳
の
人
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
は
不
要
）

※
40
～
74
歳
の
有
田
川
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
、
３
月
末
ご
ろ
、
ご
自
宅
に

郵
送
予
定
の
黄
色
い
紙
で
す
。

・
印
鑑

●
１
日
ド
ッ
ク
の
種
類
／
①
人
間
ド
ッ
ク

②
脳
ド
ッ
ク

※
①
ま
た
は
②
の
ど
ち
ら
か
１
つ
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
年
度
内
に
１
回
だ
け
受
検
で

き
ま
す
。
①
人
間
ド
ッ
ク
に
も
②
脳
ド
ッ

ク
に
も
、特
定
健
診
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

※
「
人
間
ド
ッ
ク
＋
脳
ド
ッ
ク
」
の
受
検

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
検
査
医
療
機
関

・
有
田
南
病
院（
有
田
川
町
）／
人
間
ド
ッ
ク

・
亀
井
ク
リ
ニ
ッ
ク（
有
田
川
町
）／
脳
ド
ッ
ク

・
西
岡
病
院
（
有
田
川
町
）
／
人
間
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

・
成
人
病
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）
／
人

間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

・
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）
／

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

・
有
田
市
立
病
院（
有
田
市
）／
人
間
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

・
桜
ヶ
丘
病
院（
有
田
市
）／
人
間
ド
ッ
ク

・
健
診
セ
ン
タ
ー
・
キ
タ
デ
（
御
坊
市
）

／
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

・
済
生
会
有
田
病
院
（
湯
浅
町
）
／
人
間

ド
ッ
ク

●
そ
の
他

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
は
、
保
険
証

送
付
時
に
「
１
日
ド
ッ
ク
案
内
」
を
一

緒
に
送
付
し
ま
す
。

・
平
成
31
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者
に
対
す
る
助
成
金
に
上
限

額
を
設
け
ま
す
。
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

医
療
機
関
・
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
自
己
負
担
額

が
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

国 

保

◆
◆
◆

新
し
い
保
険
証
の
送
付

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

４
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し

い
保
険
証
は
、３
月
中
旬
か
ら
順
次
簡
易

書
留
郵
便
に
て
お
届
け
し
ま
す
。
３
月
末

ま
で
は
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
切
れ
た
古
い
保
険
証
は
、

役
場
に
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責

任
主
体
が
町
か
ら
県
に
代
わ
っ
た
こ
と
で
、

保
険
証
の
様
式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
に
は
、

滞
納
の
状
況
に
よ
っ
て
、有
効
期
限
の
短
い
被

保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。滞
納
の
ま
ま
に

せ
ず
、す
み
や
か
に
納
め
て
い
た
だ
く
か
、納

付
相
談
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
住
民
課

医
療
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き
は

お
忘
れ
で
な
い
で
す
か
？

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
・
家
族

の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
】

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
て
、
新
し
い

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
ま
で

の
期
間
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

会
社
ま
た
は
健
康
保
険
組
合
で
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
れ
ば
会
社
の
電
話
番
号
を
控
え

て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
世
帯
主
の
印
鑑
（
認
め
印
）

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

【
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
・
家

族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き
】

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
他
の
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
）
に
加
入
し
た
場
合
は
、
必
ず
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
後
、
医

療
機
関
で
誤
っ
て
国
民
健
康
保
険
証
を
提

示
し
、
診
療
を
受
け
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
金
額
を
返
還
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
、
新
し
い
保
険
証
が
手
元

に
届
く
ま
で
の
間
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
新
し
い
保
険
証（
職
場
の
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
国
民
健
康
保
険
証
（
返
却
）

・
印
鑑
（
認
め
印
）

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
来
庁
者
が
同
一
世
帯
員
で
な
い
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
各
種
届
け
出
の
際
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
入
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。お
越
し
の
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド（
通
知
カ
ー
ド
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
吉
備
庁
舎
住
民
課
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
積
極
的
に
利

用
す
る
こ
と
で
、
薬
代
に
か
か
る
医
療
費

を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一

人
の
節
約
が
、
制
度
全
体
で
は
大
き
な
効

果
を
生
み
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

は
、
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
価
格
が
安
く

設
定
さ
れ
て
お
り
、
薬
代
の
負
担
が
軽
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
な
か
に
は
飲
み
や
す
く
な
る
よ

う
に
薬
の
大
き
さ
・
味
・
に
お
い
の
改
良

や
品
質
面
の
改
善
に
よ
る
保
存
性
の
向
上

な
ど
、
よ
り
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。

●
ま
ず
は
医
師
に
相
談
を

全
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
医
療

用
医
薬
品
な
の
で
、
病
院
や
診
療
所
の
医

師
に
よ
る
処
方
箋
が
必
要
で
す
。
症
状
に

よ
っ
て
は
、
新
薬
を
使
用
し
た
方
が
良
い

と
医
師
が
判
断
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
を
年

に
２
回
通
知
し
て
い
ま
す

参
考
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
用
し
た
場
合
、
１
カ
月
の
自
己
負
担

額
が
１
０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
方
を
対
象
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
相
談
の
上
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

※
差
額
通
知
の
送
付
時
期
は
、
６
月
下
旬

（
４
月
診
療
分
）
と
12
月
下
旬
（
10
月

診
療
分
）
で
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
希
望
シ
ー
ル

を
お
配
り
し
て
い
ま
す

窓
口
負
担
を
節
約
で
き
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
の

意
思
を
手
軽
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ー
ル
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
住
民
課

税 

金

◆
◆
◆

固
定
資
産
税
の

前
納
報
奨
金
制
度
変
更

平
成
31
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
前
納

報
奨
金
制
度
を
変
更
し
ま
す
。

●
変
更
内
容

・
交
付
率
「
１
０
０
分
の
１
」
か
ら

　
「
１
，０
０
０
分
の
２
」
に
変
更

・
交
付
上
限
額
「
10
万
円
」
か
ら

　
「
２
万
円
」
に
変
更

・
対
象
を
、
口
座
振
替
に
よ
り
第
１
期
の

納
期
に
全
期
全
納
（
一
括
納
付
）
さ
れ

る
方
の
み
に
変
更

●
口
座
振
替
の
申
し
込
み
方
法

各
金
融
機
関
（
紀
陽
銀
行
・
あ
り
だ
農

業
協
同
組
合
・
き
の
く
に
信
用
金
庫
・
近

畿
労
働
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
の
窓
口

へ
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
５
月

14
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
14
日
（
火
）
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ

の
年
度
の
前
納
報
奨
金
の
交
付
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
の
で
、
お
早
め
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
度
手
続
き
い
た
だ
く
と
、
次
年
度
以

降
も
登
録
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。
再

度
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

ジェネリック医薬品を希望する方は、このシールを保険証などに貼ってご
利用ください。
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募 

集

◆
◆
◆

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
作
業
員
募
集

●
募
集
人
数
／
４
人
程
度

●
作
業
内
容
／
町
有
施
設
や
道
路
沿
い
の

草
刈
り
や
清
掃
、
せ
ん
定
や
伐
採
な
ど

●
雇
用
期
間
／
２
０
１
９
年
５
月
～
10
月

末
（
約
６
カ
月
間
）

●
応
募
資
格
・
勤
務
条
件
な
ど

①
失
業
な
ど
に
よ
り
就
職
活
動
中
の
者

お
よ
び
２
０
１
９
年
５
月
１
日
ま
で
に
離
職

予
定
の
者
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
A
T

限
定
不
可
）
を
有
し
、
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
な
ど
を
使
用
し
た
作
業
が
可
能
な
者

③
有
田
川
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
者

④
65
歳
以
下
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

※
そ
の
他
の
応
募
資
格
や
給
与
な
ど
の
雇

用
条
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
選
考
方
法
／
面
接
試
験
（
人
物
・
経
験
・

性
格
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
面
接
）

●
申
し
込
み
手
続
き
／
所
定
の
申
込
書
を

提
出

●
受
付
期
間
／
３
月
４
日
（
月
）
～
３
月

25
日
（
月
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
基
づ
く

申
問
吉
備
庁
舎
財
務
課

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
３
月
11
日
（
月
）
～

３
月
22
日
（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
基
づ
く

問
吉
備
庁
舎
建
設
課

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

出
店
し
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
／
５
月
３
日
（
金
）
10
時
～
16
時

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
A
L
E
C
」

●
募
集
区
画
（
定
員
）
／
50
区
画
（
50
組
）

※
先
着
順

※
１
グ
ル
ー
プ
１
区
画
ま
で

●
費
用
／
１
，０
０
０
円

●
申
し
込
み

・
受
付
期
間
／
３
月
９
日
（
土
）
10
時
～

３
月
31
日
（
日
）
17
時

・
方
法
／
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
５
２
‐

４
８
４
６
）・
窓
口
で
の
お
申
し
込
み

の
い
ず
れ
か

※
出
店
区
画
は
、
開
催
日
当
日
の
受
け
付

け
順
に
指
定
い
た
だ
け
ま
す
。

※
申
込
受
付
期
間
前
に
届
い
た
フ
ァ
ク
ス

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
A
L
E
C
」

・入居には、所得制限など一定の規定があります。
・きび住宅（吉備地区）については、有田川町に住所を有し（直近６カ月）、かつ本人を含めて２人以

上の親族（婚約者を含む）で入居できる方が対象です。
・家賃は、入居者の所得によって決定します。
・入居者は、町条例の規定により決定します。

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

徳田 徳田 1276 番地 3 1戸
1万 600 円
～ 2万 900 円

昭和 49年建築
簡易耐火 2階建て
3DK・浴室・トイレ
52.88㎡

引っ越しの際は、
住所異動手続きを忘れずに！

　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健
康保険・国民年金・選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続き
です。

　入学・就職・転勤などによる引っ越しで、住所を異動する際は、
●住民票の移動の届け出
●「通知カード」「マイナンバーカード」「住民基本台帳」の住所変更
　の届け出
を、お願いします。
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官（
幹
部
候
補
生
）募
集
案
内

●
一
般　
大
卒
程
度
試
験

・
募
集
人
数
（
平
成
30
年
度
募
集
人
数
・

参
考
）
／
陸	

１
６
５
人
、
海	

90
人
、

空	

40
人

・
応
募
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
た
だ
し
、
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

（
見
込
み
含
む
）
の
者
、
28
歳
未
満
の

修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
み
含
む
）

は
応
募
可

・
受
付
期
間
／
３
月
１
日
（
金
）
～
５
月

１
日
（
水
）

・
試
験
期
日
／
１
次	

５
月
11
日
（
土
）・

12
日
（
日
）、
２
次	

６
月
11
日
（
火
）

～
14
日
（
金
）

●
一
般　
院
卒
者
試
験

・
募
集
人
数
（
平
成
30
年
度
募
集
人
数
・

参
考
）／
陸	

25
人
、海	

５
人
、空	

10
人

・
応
募
資
格
／
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

※
修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
み
含
む
）

・
受
付
期
間
／
３
月
１
日
（
金
）
～
５
月

１
日
（
水
）

・
試
験
期
日
／
１
次	

５
月
11
日
（
土
）・

12
日
（
日
）、
２
次	

６
月
11
日
（
火
）

～
14
日
（
金
）

●
歯
科
・
薬
学
科

・
募
集
人
数
（
平
成
30
年
度
募
集
人
数
・

参
考
）／
陸	

10
人
、海	

10
人
、空	

５
人

・
応
募
資
格
／
専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含

む
）、
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
。
薬

剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
。

・
受
付
期
間
／
３
月
１
日
（
金
）
～
５
月

１
日
（
水
）

・
試
験
期
日
／
１
次	

５
月
11
日
（
土
）、

２
次	

６
月
11
日
（
火
）
～
14
日
（
金
）

問
防
衛
省
・
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部 

有
田
地
方
案
内
所　
☎
８
２
‐

６
６
３
１
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

案 

内

◆
◆
◆

五
郷
出
張
所
の

開
所
時
間
が
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日（
月
）以
降
、五
郷
出
張
所（
川

合
２
４
７
）
の
開
所
時
刻
を
13
時
～
17
時

15
分
に
変
更
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の

訪
問
エ
リ
ア
を
拡
大

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
出
張
所
職
員

に
よ
る
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
訪
問

を
、
清
水
地
域
の
全
域
と
し
ま
す
。
訪
問

の
際
は
、気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」
が
終
了

3
月
31
日
（
日
）
乗
車
分
を
も
っ
て
、

J
R
藤
並
駅
東
口
駐
車
場
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
「
パ
ー
ク
＆
ラ

イ
ド
」
が
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、「
み
ど
り
の
窓
口
」

の
営
業
終
了
に
伴
い
、
4
月
1
日
（
月
）

か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
吉
備
庁
舎
企
画
調
整
課

編集後記
今月号の表紙とまちのわだいで取り扱った「久野原の御田」。

お渡りからかなり多くの方が来られていて、撮影も一苦労…。
ですが、子どもたちが演じる早乙女役に癒されました…！

印象的だったのは、演技が終わってからの集合写真撮影
のとき。地域の人たちが、まるで大きな一つの家族のような、
そんな印象を受けました。二川の子ども歌舞伎のときにも
感じましたが、地域が守り抜いてきた伝統を受け継ぐとき、
伝統と一緒に地域の絆をつないでいるのだろうな、と。伝
統と歴史の重みを強く感じた日になりました。

（写真は紙面がカラーなら使う予定にしていたもの
　西岡紗希）
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3月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日
□消費生活相談（毎週金曜日）
（第一金曜日：清水行政局、それ以外：金屋庁舎）
【商工観光課】

□手話講習会（水・金曜日）
※初心者クラス 3/6（水）・20（水）
※ステップアップクラス・こどもクラス
 3/1（金）・15（金）

（金屋庁舎２階大会議室、3/1のみ小会議室）
【やすらぎ福祉課】

1
□マイナビ主催
　就職セミナー出展

（和歌山ビッグホエール）
【総務課】

2 3
□第 14 回有田川駅伝

（ふれあいの丘ス
ポーツパーク～き
びドーム・吉備庁
舎西側付近～き
びドーム）

【社会教育課】

4 5
□平成 31 年第 1回
　定例会本会議

【議会事務局】
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□健診結果説明会

（きびドーム）
【健康推進課】

8 9 10
□生石高原山焼き

（生石高原）
【商工観光課】

□文化協会
　吉備芸能発表会

（きびドーム）
【社会教育課】

11
□介護予防に役立つ

レクリエーション
（清水保健センター）
【地域包括支援センター】

12
□おひざでだっこの
　おはなし会

（金屋図書館）
【町内各図書施設】

13
□３歳６カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

14 15 16
□ビッグバンドで

楽しむ！JAZZ
の世界

（きびドーム）
【ALEC】

17
□精神保健福祉
　普及啓発講演会
　「いま、若者たちは

～彼 / 彼女の可能
性をみつめて～」

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

18
□ぴありんくる

（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

□議会本会議
　（一般質問）

【議会事務局】

19
□議会本会議
　（一般質問）

【議会事務局】

20
□１歳６カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

21 春分の日 22
□いきいき脳の健康
　 教 室・フォロー

アップ教室
（清水会館）
【地域包括支援センター】

23
□みんなで笑っちゃう。
　ユーモア絵本ライブ

（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】

24
□久野原小学校休校式

（久野原小学校）
【こども教育課】

□親子でほっこり。
　やわらか絵本ライブ

（金屋図書館）
【金屋図書館】

25
□水道・下水道料金
　お支払い期限

【水道課・下水道課】
□いきいき脳の健康
　 教 室・フォロー

アップ教室
（清水保健センター）
【地域包括支援センター】

26
□４カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
【議会事務局】

27
□２歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□ブックラザ
（ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】

□さわやかサークル
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

28
□一日行政相談

（金屋文化保健センター）
【総務課】

□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

□議会本会議
【議会事務局】

29 30 31

4/1
□第９期後期高齢者
　医療保険料普通

徴収納期限
【住民課】

2 3 4 5
□清水地区
　戦没者招魂祭

（清水文化センター）
【住民福祉室】

6
□さくらまつり

（しみず温泉あさ
ぎり周辺）

【産業振興室】

7

□有田川町スポーツ賞表彰式
（きびドーム）【社会教育課】

□パパのためのカメラ入門 家族の
素敵な写真を撮ろう！

（子育て支援センター）【子育て支援センター】
□おはなしマラソン

（金屋図書館・ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】
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9

年
）
に
仏
の
恩
と
先
祖
の
徳
に
報
い
る
た
め
に
こ
の
石
塔
を

建
て
た
こ
と
、
石
塔
を
建
て
る
と
い
う
善
行
に
よ
っ
て
命
あ

る
全
て
の
も
の
が
救
わ
れ
る
こ
と
を
祈
願
す
る
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

奥
の
宝
塔
お
よ
び
宝
篋

印
塔
が
造
立
さ
れ
た
南
北

朝
時
代
に
は
、
藤
並
地

区
は
藤
並
氏
と
い
う
武

士
が
地
域
を
支
配
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
石
塔
を

造
立
で
き
る
の
は
地
域
の

有
力
者
な
ど
ご
く
限
ら
れ

た
階
層
の
者
で
あ
り
、
ま

た
石
塔
の
規
模
も
比
較
的

大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
藤
並
氏
が
造
立
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
奥
の
宝
塔
及
び
宝
篋

印
塔
は
、
と
も
に
造
立
年

代
・
趣
旨
が
明
ら
か
で
あ

り
、
造
形
的
に
も
優
れ
た

貴
重
な
文
化
財
で
す
。

奥
の
宝
塔
お
よ
び
宝
篋
印
塔
は
奥
区
に
あ
り
、
和
歌
山
県
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
塔
で
す
。
奥
公
民
館
の
北
約
１
０
０

ｍ
の
地
点
に
あ
り
ま
す
が
、
以
前
は
現
在
地
よ
り
も
約
３
０
０
ｍ

南
に
所
在
し
て
い
ま
し
た
。
元
々
の
場
所
は
「
堂
の
芝
」
と
い
う

地
名
が
残
り
、
周
囲
に
は
か
つ
て
極
楽
寺
と
い
う
大
き
な
寺
院
が

存
在
し
て
い
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

北
側
に
あ
る
石
塔
は
宝
篋
印
塔
で
、
高
さ
は
約
２
ｍ
あ
り
ま

す
。
宝
篋
印
塔
と
は
、
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

陀だ

羅ら

尼に

と
い
う
お
経
を
納
め
た
こ

と
に
由
来
す
る
塔
で
、
日
本
で
は
木
造
や
銅
造
の
小
塔
も
造
ら
れ

ま
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
は
主
に
供
養
塔
や
墓
碑
と
し
て
石

造
の
宝
篋
印
塔
が
盛
ん
に
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
基

礎
に
は
４
行
に
わ
た
っ
て
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
文
中
２
年

（
１
３
７
３
年
）
に
亡
き
祐ゆ
う

春し
ゅ
んの

三
十
三
回
忌
供
養
と
し
て
石
塔

を
建
て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
側
の
石
塔
が
宝
塔
で
、
高
さ
が
約
1.7
ｍ
あ
り
ま
す
。
宝
塔
と

は
、
円
筒
形
の
塔と
う

身し
ん

に
屋
根
が
の
る
一
重
の
塔
の
こ
と
で
、
彫
刻

に
よ
っ
て
屋
根
の
棟
や
扉
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
に
は
５

行
に
わ
た
っ
て
銘
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
文
中
３
年
（
１
３
７
４

そ
の
80

奥お
き

の
宝ほ
う

塔と
う

お
よ
び
宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

宝塔の屋根・扉の表現 宝篋印塔（左）・宝塔（右）


